
平成 23年度 機械系の数学演習Ⅰ 第 7回 

問題 

 

※ うｐ主が手計算で解いたものです。どうせ間違いだらけだろうと思いますが、おかしな

ところがあれば、各自で修正してくださいな(´・ω・｀) 

明らかな間違いを発見された方は、wikiのコメント欄に書き込んでくだされば、皆さん

のためになると思いますので、是非そうしてください。 

 

1, つぎの関数を積分せよ ： 
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部分分数展開をする。 
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さらに微分すると、 
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これらより、 
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まとめると、 
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行を並べ替えると、 
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はきだし法（線形代数学Ⅰ参照）でこれを解く。 
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これより、 
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2, つぎの関数を積分せよ ： 
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部分分数展開をする。 
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これを解くと、 
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3, つぎの関数を積分せよ ： 
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部分分数展開をする。 
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これを解くと、  
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